
２０２１年度（令和３年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

東村町まちづくり推進委員会 委員長 伊藤 武彦 

  (問合せ先) ０８４－９３６－０６００（東村公民館） 

事業内容 

（１）公衆衛生活動事業 

（町内一斉清掃；９月１９日 

     空き缶等散乱ごみ回収；８月１日，１２月１２日， 

３月１３日・延べ２１４人） 

（２）夏祭り盆踊り大会（コロナ禍で中止） 

（３）かかし祭り（コロナ禍で中止） 

（４）自主防災活動事業（単位自治会別防災訓練；１１月２８日） 

（５）かかしの里まちづくり事業 

（有害鳥獣対策；通年，  

世代間交流；田植え体験６月１０日， 

稲刈り体験１０月８日） 

（６）広報紙発行事業 

（発行；６月，１１月，２月・各４３０部）【写真①②③】 

（７）ふれあい広場 

（７月２１日，１２月１０日・東村公民館・延べ１５人） 

 

（８）まちづくり運営事業（通年） 

 

 

 

成 果 

 多くのイベントの開催は中止せざるを得なかったが，その他の 

地域保全のための事業に力を入れることができた。 

課 題 

 地域住民の期待に反して，今年度も新型コロナウイルス感染症の影響 

で，多くの事業が開催できなかった。地域の絆や連帯感がますます薄れ 

ていないか危惧するところである。 

課題解決にむけて 

 まだまだ新型コロナウイルス感染症の終息が見込めない現状において，事業を安心安全に開催できる

手段，方法を考え，「withコロナ バージョン」を造っていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東村町では，近年イノシシ被害に悩まされ続けています。 

２００９年に初めて箱わな１基を設置し，２０１０年には 

６基に増設し駆除を行いました。 

 また，それだけでは追い付かず，２０１２年には，侵入 

防止柵を町内の山際にほぼ張り巡らし対策を強化してきま 

した。 

 しかし，その柵もイノシシが掘り起こしたり大雨で倒れ 

るなど機能を果た 

さなくなり，箱わ 

なも経年劣化が進み，更新することにしま 

した。 

  各地域の自治会住民の大きな力で補   

修や組立て設置しましたが，今後もこの取

り組みは継続していくことになります。 

 遺芳丘小学校三年生が，旧東村小学校前の

田で，耕作者の協力のもと体験学習として田

植えと稲刈りをしています。作業にあたって

は，まちづくり役員や有志が一緒に田んぼへ

入り，並んで稲の植付けや刈取りをしていま

す。 

また，東村町とはどんな町か知る「東村町

探検」に同行して，交流を図っています。 

柵の補強作業 

箱わなの組立て 

束ねた稲をコンバインへ けがをしないよう気を付けながら刈取る 

恐る恐る田へ入った児童も，植付けと

なればこの通り！ 

柵の補強・補修作業 


